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令和７年１１月５日 

 

  令和７年度 第２回 大阪市立加美南部小学校 学校協議会 実施報告書 

      校園名 大阪市立加美南部小学校 

                          校園長名   安田 信彦      

日 時 令和７年１１月４日（火） １９時～２０時（１時間） 

場 所 加美南部小学校  多目的室 

出 

席 

者 

委員 

など 
会長１名 委員３名 

校園 校長  教頭 

区役所 ０名 

議題 

(１)１学期末学校アンケート結果について 

(２)令和７年度「運営に関する計画」（中間評価）について 

(３)令和７年度 全国学力・学習状況調査結果について 

(４)２学期の教育活動、児童の様子について 

(５)質疑応答、その他 

 

協議 

要旨 

協議の結果 意見の概要 

（１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 

 

 

 

 

 

（３） 

 

 

 

 

 

 

〇１学期末に行った学校アンケート結

果から、概ね肯定的な意見をいただい

ていること、今後の改善点等について

説明を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○年度目標の達成に向けて、学校が行っ

ている行事や計画について大きな三

つの目標に基づいて説明した。取組の

進捗状況や成果・課題等の評価につい

て了承いただいた。 

 

○今年度の全国学力・学習状況調査の結

果は、全国・大阪市と比較して、他教

科に比べて国語の成績が低い点を説

明した。しかし、無回答率は低い傾向

にあり、本校の子どもは問題に取り組

む意欲はあると感じる。 

 

〇「学校生活が楽しい」や「授業がわかり

やすい」の項目で、肯定的回答が９０％を

超えており、学校生活を楽しく送っていく

ことの重要性について確認した。保護者ア

ンケートの回答率が約７割で、未回答保護

者への働きかけが必要。 

〇早寝・早起きの肯定的回答率が低いこと

を受け、日常生活の様子についての意見交

換を行った。 

〇いじめについてのアンケートも学校ア

ンケートに入れてはどうかとの意見があ

った。来年度以降要検討。 

 

〇年間目標の進捗状況は、数値も含めて評

価している。最終評価に向けて、引き続

き尽力していくことを確認した。 

 

 

 

〇テストの数値・結果だけですべてが測れ

るわけではない。将来を見据えて、生活に

即した、生きていく上で必要となる力を学

べる場であってももらいたい。 

〇パソコンやタブレットの使用など学習

方法も変化してきている。 
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（４） 

 

 

 

 

 

 

 

（５） 

〇１・２学期の教育活動や学校生活の様

子について説明を行った。 

 

 

 

 

 

 

〇その他 

〇インフルエンザの流行が早まっており、

体調管理に努める必要がある。 

〇運動会や全校遠足などの行事は、地域や

PTAの支援があり開催ができている。３学

期には地域主催の「かみなんフリマ」等の

実施を予定しており、協力をお願いした

い。 

 

〇学校協議会で様々な意見の交流ができ、

とても有意義な会になっている。 

協議 

資料 

〇令和７年度「運営に関する計画」（中間評価） 

〇全国学力学習状況調査の概要 

〇１学期末学校アンケート結果 

備考 

傍聴者[  ０  ]名     

 


